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ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社 

 

“いきいき”とした職場を目指して 

従業員運動会を実施 

10月 22日（土）部署・役職を越えて協力し、チームワークの高まりを感じる 1日 

 

ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長執行役員：

田苗 明）は、2016年 10月 22 日（土）に、BumB東京スポーツ文化館（東京都江東区）で、従業員

を対象とした「健康促進大会 2016」を実施しました。当日は、本社部門等の中から従業員 317名が参

加し、赤・青・黄・緑 4つのチームに分かれ、チーム対抗で運動会を行いました。 
 

「健康促進大会 2016（以下、運動会）」は、競技を通じて、部署・役職の隔てなく従業員同士のコ

ミュニケーションを活性化させ、社内の一体感を醸成させることを目的としています。実行委員は、

若手社員を中心に様々な部署から選出・起用することで、部署・役職を越えて 1つの目標に向かって

企画・運営し、イベント前から一体感を醸成できる環境を提供しています。また、業務の基盤となる、

従業員の健康促進も目的としております。さらに今年は、障がい者スポーツへの理解を深めるために

ブラインドサッカー協会の方をお招きして、運動会参加者全員による体験プログラムも行いました。

実行委員長は今回の試みについて「相手のことを思いやりながら、声を出し、耳を傾け、個々の力が

１つになったときの大きさを感じました」と語り、健康促進だけではなく、目隠しの状態を体験する

ことで、コミュニケーションやチームビルディングの大切さ、難しさも学ぶ一日となりました。 
 

 当日は、大玉送りや玉入れ、綱引きやリレーなど計 13 競技を実施。

学生時代の運動会を思い出しながら一生懸命走る人がいたり、普段、あ

まり運動をする機会が少ないことで自分のイメージ通りに身体を動か

すことができない人がいたりする中、各チームが一丸となって競技に挑

んだことで、運動会を通じて従業員同士のコミュニケーションと団結力

がさらに深まりました。また、チーム対抗の応援合戦では、各チームが

個性的な応援を行い、会場を大いに盛り上げました。 

障がい者スポーツの体験プログラムでは、アイマスクで目隠しをした相

手に声のみでストレッチの動作を教える体験や、声のみのやりとりで誕生

月や血液型ごとに分かれるゲーム、鈴の入ったブラインドサッカーボール

を使ったゲームなどを行いました。 

企業が成長して従業員が増加することにより、グループ間の縦横の繋が

りや意識の一体感が希薄になりがちになる中、田中貴金属グループでは、

従業員が気軽に交流し、連帯感を醸成させることを目的とした「チャレン

ジシップ活動」を展開しており、運動会はその一環の取り組みで、今回で 3回目の開催となりました。

運動会の他、サークル活動の奨励・支援や、会社のトップと直接話す機会を持つ「トップ対話会」な

ど、従業員が前向きに仕事に取り組む環境づくりにも力を入れています。 
 

◇健康促進大会（運動会） 参加者の声 

●普段、あまり他部署の方と交流を図ることがなかなかないが、部署を超えてチームとして一致

団結することができた。 

●久々に全力で走って疲れたが、思いっきり体を動かしていい汗をかけたし、楽しい一日でした。 

●障がい者スポーツの体験を通じて、目隠しの状態だと動くことも大変なことを初めて知りまし

た。とても貴重な体験でした。 

障がい者スポーツの体験 

障がい者スポーツの体験 



―「健康促進大会 2016」当日の様子 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

■TANAKAホールディングス株式会社（田中貴金属グループを統括する持株会社） 
本社：東京都千代田区丸の内 2-7-3 東京ビルディング 22階 
代表：代表取締役社長執行役員 田苗 明 
創業：1885年  設立：1918年  資本金：5億円 
グループ連結従業員数：3,476名（2016年 3月 31日） 
グループ連結売上高：1兆 267億 723万円（2015年度） 
グループの主な事業内容：田中貴金属グループの中心となる持ち株会社として、グループの戦略
的かつ効率的な運営とグループ各社への経営指導 
HPアドレス：http://www.tanaka.co.jp（グループ）、http://pro.tanaka.co.jp（産業製品） 
  
■田中貴金属グループについて 
田中貴金属グループは 1885年（明治 18年）の創業以来、貴金属を中心とした事業領域で幅広い活動を
展開してきました。2010年4月 1日にＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社を持株会社（グループの
親会社）とする形でグループ再編が完了しました。ガバナンス体制を強化するとともにスピーディな経
営と機動的な業務執行を効率的に行うことにより、お客様へのより一層のサービス向上を目指します。
そして、貴金属に携わる専門家集団として、グループ各社が連携・協力して多様な製品とサービスを提
供しております。 
国内ではトップクラスの貴金属取扱量を誇る田中貴金属グループでは、産業用貴金属材料の開発から安
定供給、装飾品や貴金属を活用した資産としての貴金属商品の提供を長年に渡り行ってきました。今後
も貴金属のプロとしてグループ全体で、ゆとりある豊かな暮らしに貢献し続けます。また2016年9月に、
田中貴金属工業株式会社は、Metalor Technologies International SAの 100％株式を取得し、買収いた
しました。 
 
田中貴金属グループの中核 5社は以下の通りです。 
 
 
・ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社（純粋持株会社）  
・田中貴金属工業株式会社 
・田中電子工業株式会社  
・日本エレクトロプレイティング・エンジニヤース株式会社 
・田中貴金属ジュエリー株式会社 
   

 


